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揖
斐
川
町
で
は
、
毎
年
、
昔
の
元
服
に
ち

な
ん
で
15
歳
に
な
る
中
学
３
年
生
の
成
長
を

祝
う
と
と
も
に
、
自
ら
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
も
つ
た
め
に
「
立
志
式
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
立
志
式
は
、４
月
28
日
（
木
）
に
、

役
場
と
町
内
中
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

い
で
開
催
さ
れ
、
町
内
中
学
３
年
生
１
７
６

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
式
辞
に
続
い
て
、
代
表

生
徒
が
参
加
し
て
事
前
に
撮
影
さ
れ
た
、
記

念
品
贈
呈
（
各
個
人
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
グ

カ
ッ
プ
）
と
、
５
年
後
の
20
歳
で
迎
え
る
記

念
の
式
典
で
開
封
さ
れ
る
「
夢
」
や
「
志
」

を
書
い
た
作
文
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
封
入

す
る
姿
が
映
像
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
揖
斐
川
町
出
身
で
現
在
活
躍
さ
れ

て
い
る
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
ぎ

ふ
コ
ー
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
四し

井い

智と
も

教の
り

さ
ん
の
話
に
高
い
関
心
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
３
年
生
の
生
徒
全
員
が
、
立
志
式
で

胸
に
刻
ん
だ
「
志
」
を
持
ち
続
け
、
大
人
へ

の
一
歩
を
歩
み
始
め
る
素
晴
ら
し
い
式
典
と

な
り
ま
し
た
。
将
来
、
揖
斐
川
町
出
身
者
と

し
て
様
々
な
場
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
立
志
式

▲先輩からのメッセージ ▲各教室の様子 ▲各教室の様子

ノルディック・ウォーキングノルディック・ウォーキング体験会
　揖斐川町スポーツ推進委員会では、ノルディック・ウォーキングの普及を目的として、町民の皆様へ
スポーツに触れ合う機会を提供するため、体験会を開催します。
　初めての方、正しいスタイルを学びたい方、みんなで歩きたい方、ぜひ体験会にご参加ください。

◇ノルディックウォーキングとは・・・
　歩くのは主に下半身を使いますが、上半身はほとんど使いません。北欧フィンランド発祥のノル
ディック・ウォーキングは、専用のポールを用いて上半身も使って歩くことができる全身運動です。誰
でも簡単に始めることができる、運動効果の高いウォーキングです。

◇体験会　募集要項
日　　時　８月７日（日）　※小雨決行
　　　　　９:00～12:00　【受付】８:30～
集合場所　揖斐川町地域交流センター「はなもも」（上南方27番地７）
定　　員　30名
対 象 者　中学生以上の健康な方
コ ー ス　地域交流センターはなもも　～　三輪神社　～　播隆の森　～　一心寺　（予定）
参 加 費　100円（レクリエーション保険へ加入します）
道　　具　ポールは貸し出しできます。（ポールをお持ちの方は持参してください。）
持ち物等　歩きやすい服装・靴、帽子、タオル、飲み物（スポーツドリンク推奨）
申込方法　 揖斐川健康広場、役場３階社会教育課の各窓口で参加費と併せて申し込んでください。

（ レクリエーション保険事前加入のため、申込締切後の参加費返金はできかねますので
ご了承ください。）

申込締切　７月22日（金）　〔定員になり次第締め切ります〕

【お問い合せ】揖斐川町役場社会教育課　℡２２－２１１１（内線４６１）　平日８:30～17:15
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令和４年度揖斐川町青少年育成町民会議総会が、５月 28日（土）谷汲サンサンホールで開催され、基
本方針・テーマや町民会議『青少年部会』『家庭部会』『環境部会』のそれぞれの活動計画が承認されました。
また、代表中学生による「わたしの主張」作文発表が行われました。
総会で承認された町民会議３つの部会による活動内容は、次のとおりです。

テーマ 未来を語ろう　育てよう　見守ろう
部会名 青少年部会 家庭部会 環境部会

重点目標

コロナ禍により、従来の
活動が制限される状況にあ
るが、青少年が地域社会の
一員として、自分なりに考
え、小さなことから積極的
に活動できるよう、地域社
会の一員として地域の実情
に応じて活躍できる場や仕
組みを創出する。

大人も子どもも、家庭を「ふれあいと安
らぎの場である」ことを再認識し、家庭
の絆を深めることができるように、「家庭
の日」の普及・啓発活動を推進する。ま
た、「話そう！語ろう！わが家の約束」運
動を、小中学生の家庭を通して取り組み、
それぞれの家庭における「家族のコミュニ
ケーション」の促進を図り、各家庭が家
庭教育に自主的に取り組むことができる
よう環境整備に努める。

どのような状況であっても、活動が途
切れないよう工夫しながら、子どもを対
象にした活動を通して、それぞれの家庭
の在り方について大人や地域も一緒に考
えることができる取り組みを実施する。

地域の人から子どもに、思いやりあ
ふれる言葉をかけながら見守ること
で、子どもが地域で安心して暮らせる
環境づくりを目指す「あったかい言葉
かけ」運動を推進する。

お互いを知ることにより言葉かけし
やすくなるよう、「顔見知り運動」を
推進する。

具体的な
取組

○ 「新しい生活様式」の中で
も、青少年が何かをやり
たいと思う気持ちにさせ
る雰囲気づくりを行う

　・ 「スマイルボランティア
クラブ」の活動支援。ま
た、情報発信にHP等を
積極活用する。

　・ インターネットを活用し
た地域活動の企画に、青
少年が参加できる機会を
創出する。

　・ 中学生、揖斐高生、町内
在住の高校生、町主催の
県外研修や海外研修に参
加したＯＢを対象に、公
民館活動など、地域のボ
ランティア活動への積極
的な参加を呼びかける。

　・ ボランティアカードを町
内の小中学校に配布し、
活動事例を広く周知し、
運用を促進する。また、
カードをうまく活用し、
多くのボランティアに参
加した子どもには町民大
会で表彰する。

　・ 各地域において、コロナ
感染防止対策を図りな
がらラジオ体操の推進
を図る。

○「家庭の日」の周知・啓発について
　・ 夏休みに小中学生が制作した「家庭の

日」啓発図画・ポスターを役場など
に展示。その児童生徒が居住する地
区の公民館などにも掲示し、地域の
方と小中学生とのつながりを作る。
また、作品の解説や、家族からのメッ
セージも一緒に掲示する。

　・ いびがわチャンネルやWebページ等
を使って、作品等を紹介する。

　・ 引き続き、町が発行する広報誌やく
らしのカレンダーに「家庭の日」につ
いて掲載していく。

○「わが家のあったか約束」について
　・ 小中学生の家庭を対象に、冬休み期

間を利用して「わが家のあったか約
束」運動に取り組み、家族時間や絆
を深められるように、各小中学校と
も連携をしていく。小学校４年生の
児童については、メッセージをしお
りにして渡す。

　・ 実践カードに大人（家族）のチェック
欄を設け、子どもだけでなく家族で
一緒に取り組む運動とし、更なるコ
ミュニケーションの促進を図る。ま
た、広報誌などで、これまでの事例
を紹介していく。

　・  町民大会などの場で、児童と保護者
の方に取組についての成果や感想を
話してもらう機会を設ける。

○ あったかい言葉をかけられるような
工夫の実践を継続する

　 地域行事で地域の人と子どもがふれ
あう機会をつくり、地域の人が子ど
もを知り、子どもが地域の人を知る
ことで、日常的にも気軽にあいさつ
や言葉かけができるよう、「地域の
子は地域で守ろう」と意識をもって
行事の内容や取り組みを工夫する

　・ あったかい言葉の作品・標語の募
集をおこない、その中の50選を
青少年町民大会・広報いびがわ等
で紹介する。中学生・高校生は学
年ごとにテーマを決めて、テーマ
にそった標語を夏休み期間中に募
集し、優秀作品を選出して町民大
会の折に表彰、その作品をのぼり
旗に書いて設置する。また各地域
でもオリジナルののぼり旗を作成
し、地域の運動会や公民館まつ
り・文化祭等の会場に設置し啓発
する。

　・ 大人（地域のおじさん・おばさん）
から通学路等で出会った子ども
に、挨拶や話しかけをする。

　・ 子どもたちが大人の前で話す機会
を作るために、地域の行事で、子
どもと地域のおじさん・おばさん
の自己紹介の場を設ける。また行
事中は、名札（呼んでほしい名前
を記入する）をつけて活動する。

揖斐川町青少年育成町民会議総会開催！ ～青少年の健全育成を願って～

■青少年の作文発表
「言葉の大切さ、温かさ、そして怖さ」 野

の

原
はら

英
え

里
り

子
こ

さん（揖斐川中学校３年）
「決めつけないこと」 細

ほそ

野
の

　浩
こう

平
へい

さん（北和中学校３年）
「紙の良さと必要性」 杉

すぎ

山
やま

　　凛
りん

さん（谷汲中学校３年）
「私の使命」 石

いし

坂
ざか

絵
え

莉
り

加
か

さん（西濃学園中学校３年）
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揖
斐
川
町
の
目
指
す「
自
然
健
幸
の
ま
ち
」

づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
、「
ア
ー
ト
い
び

が
わ
」
で
は
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
会
期
　

　

10
月
21
日（
金
）～
23
日（
日
）

【
美
術
部
門
】

■
部
門
　�

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
工
芸
、
絵
手
紙

■
作
品
規
格

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
日
本
画
、
洋
画
は
１
０
０
号
以
内
（
額
装
）

・
水
彩
画
で
マ
ッ
ト
使
用
の
と
き
は
、
マ
ッ

ト
を
含
め
て
50
号
以
内
（
額
装
）

・
書
道
は
、
全
紙
（
70
㎝
×
１
３
６
㎝
）
以

内
で
額
装
。
高
校
生
は
額
装
ま
た
は
仮

表
装
と
し
ま
す
。
必
ず
釈
文
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

・
写
真
は
、
四
ッ
切
～
全
紙

（
パ
ネ
ル
貼
り
、
ま
た
は
額
装
。
額
装
の
場

合
は
ガ
ラ
ス
な
し
と
し
ま
す
）

・
彫
塑
工
芸
は
、
１
０
０
㎝
×
１
０
０
㎝
×

１
８
５
㎝
以
内（
一
人
で
運
搬
で
き
る
も
の
）

・
絵
手
紙
は
、
パ
ネ
ル
貼
り
、
ま
た
は
額
装
。

■
出
品
点
数
　
一
人
一
点
（
各
部
門
）

　

出
品
料
は
無
料
で
す
。

■
出
品
資
格　

一
般
（
高
校
生
以
上
）

■
搬
入
日
　

10
月
9
日（
日
）
9
時
30
分
～
11
時

（
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
）

■
賞
　
町
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
、
入
選

■
募
集
要
項
・
出
品
申
込
書

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な

も
も
」、
各
振
興
事
務
所
に
７
月
か
ら
設
置

し
ま
す
。
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
文
芸
部
門
】

■
応
募
要
項

種
目

題

応
募
点
数

短
歌

雑
詠

二
首
迄

俳
句

当
季
雑
詠（
夏
）

二
句
迄

川
柳

雑
詠

二
句
迄

狂
俳

癒
す
・
案
の
定

望
み
・
頼
れ
る

二
句
迄

連
歌

発
句

雪
は
け
ふ
（
今
日
）

歌
は
神
代
を
始
め
哉

脇
句

は
や
冬
木
に
も
梅
の

八
重
垣

第
三
を
公
募

五
七
五
、
冬
ま
た
は

季
節
の
な
い
句

二
句
迄

応
募
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

応
募
用
紙
は
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
は
な
も
も
」、い
び
が
わ
図
書
館
、各

｢
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
２
２｣

美
術
展
・
文
芸
展  

作
品
募
集

振
興
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
任
意
の

様
式
に
種
目
、
題
お
よ
び
連
絡
先
を
必
ず
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
賞　

大
会
賞
、
特
選
、
佳
作
、
入
選

■
締
切
と
応
募
先

　

７
月
31
日（
日
）〈
期
限
厳
守
〉

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
３

　

揖
斐
川
町
上
南
方
27
番
地
７　

　

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

文
化
協
会
事
務
局

■
入
選
発
表
　

　

10
月
上
旬

【
お
問
い
合
せ
】

　

文
化
協
会
事
務
局

　
（
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
２
２

－

１
１
２
０

　

２
３

－

１
２
２
０


